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◆
た
た
か
い
と
抵
抗
の
歴
史
を
前
面
に
、
犠
牲
者
の
尊
厳
と
名
誉
回
復
を
か
け
た

　「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
─
─
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」

　
製
作
・
上
映
運
動
の
「
突
破
点
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
藤
田
　
廣
登

は
じ
め
に

　
「
タ
イ
ト
ル
は
、『
３
・
15　

千
代
子
の
青
春
』 
に
し
よ
う
！
」

　

２
０
２
０
年
秋
、『
シ
ナ
リ
オ
稿
』
を
読
み
終
え
た
増
本
一
彦

会
長
（
当
時
）
は
、
そ
う
桂
荘
三
郎
監
督
に
語
り
か
け
た
。

　

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
（
以
下
、
国
賠
同
盟
・
同
盟
）
は
、

２
０
１
９
年
６
月
の
第
39
回
全
国
大
会
方
針
で
、
本
作
品
へ
の

「
推
薦
・
賛
同
」
の
方
向
を
掲
げ
た
が
、
そ
の
前
途
は
未
知
数
で

あ
っ
た
。
同
盟
は
、
こ
れ
ま
で
、「
燃
や
し
続
け
た
炎
」、「
種
ま

く
人
び
と
」
な
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
は
手
掛
け
て
き
た
が
、

長
編
劇
映
画
と
な
る
と
桁
違
い
の
力
量
が
必
要
と
な
る
。「
失
敗

し
た
ら
誰
が
責
任
取
る
の
か
」
な
ど
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る
中

で
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
増
本
会
長
の
心
労
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
映
画
完
成
を
待
つ
時
間
が
与
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
は
無
念
で
あ
る
。

　

映
画
「
わ
が
青
春
…
…
」
は
、
国
賠
同
盟
中
央
本
部
の
強
力

な
主
導
の
下
に
、
都
道
府
県
本
部
・
支
部
、
そ
し
て
心
あ
る
会

員
ら
が
発
意
し
、
民
主
・
共
同
の
力
で
完
成
の
道
を
切
り
拓
き
、

上
映
運
動
の
劇
的
展
開
に
こ
ぎ
つ
け
る
と
い
う
歴
史
的
大
事
業

に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。

　

本
稿
は
、
こ
の
映
画
製
作
・
上
映
運
動
過
程
の
困
難
を
ど
う

突
破
し
て
来
た
か
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
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㈠
　
第
一
の
突
破
点
─
─
自
主
製
作
運
動
へ
の
道

　

こ
の
映
画
運
動
の
展
開
に
は
、
企
画
段
階
か
ら
、
い
く
つ
か

乗
り
超
え
ね
ば
な
ら
な
い
「
突
破
点
」
が
あ
っ
た
。

⑴
「
重
い
テ
ー
マ
」
と
向
き
合
う

　

こ
の
企
画
は
、
民
主
的
映
画
関
係
者
の
間
で
は
、
最
初
か
ら

共
産
党
員
・
伊
藤
千
代
子
の
激
変
の
生
涯
を
ど
う
表
現
す
る
の

か
、
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、「
成
功
の
可
能
性
の
低
さ
」
が
問
題

視
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
実
在
の
伊
藤
千
代
子
が
無
名
に

近
か
っ
た
た
め
話
題
性
に
欠
け
、
通
例
と
さ
れ
た
「
製
作
・
上

映
協
力
券
」
の
普
及
は
困
難
で
あ
る
等
々
と
厳
し
い
意
見
の
中

で
の
出
発
と
な
っ
た
。

⑵
「
製
作
資
金
」
問
題
の
困
難
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か　

①
こ
の
成
功
を
危
ぶ
む
意
見
は
、
従
来
の
方
式
で
の
製
作
資
金

の
調
達
が
極
め
て
困
難
と
の
指
摘
と
な
っ
て
現
れ
た
。
そ
の

上
に
「
新
コ
ロ
ナ
禍
」
が
全
国
を
席
巻
し
、
人
集
め
や
対

面
活
動
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
な
ど
の
困
難
が
生
じ
て
い
た
。

２
０
２
０
年
春
の
情
況
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た

②
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
賠
同
盟
が
映
画
賛
同
・
推
薦
団
体

と
し
て
率
先
し
て
力
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
主

人
公
・
伊
藤
千
代
子
は
、
科
学
的
社
会
主
義
に
導
か
れ
、
治

安
警
察
法
で
組
織
加
入
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
共
産
党

に
率
先
し
て
入
党
、
治
安
維
持
法
弾
圧
で
の
最
初
の
女
性
犠

牲
者
・「
獄
死
」
者
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
の

組
織
は
、
被
弾
圧
犠
牲
者
の
顕
彰
運
動
と
「
国
の
誤
っ
た
施

策
と
法
律
の
も
と
で
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
へ
の
謝
罪
（
名
誉

回
復
）
と
国
家
賠
償
」
を
求
め
て
１
９
６
８
年
結
成
さ
れ
た

「
政
治
的
要
求
実
現
同
盟
」
で
あ
る
。
伊
藤
千
代
子
の
顕
彰
運

動
の
一
環
と
し
て
の
映
画
化
運
動
は
総
論
で
は
ど
な
た
も
異

論
は
な
い
。
し
か
し
具
体
化
と
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
の
組
織

上
の
事
情
が
論
議
さ
れ
、
実
践
へ
の
強
弱
も
生
ま
れ
て
く
る
。

こ
こ
で
は
、
千
代
子
映
画
運
動
の
中
核
部
分
を
担
っ
た
同
盟

全
体
の
活
動
を
総
括
的
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

③
ま
ず
数
千
万
円
と
い
う
膨
大
な
「
製
作
資
金
」
を
集
め
る
た

め
に
は
、
大
衆
的
募
金
に
拠
る
以
外
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ

る
が
、そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
集
約
し
て
い
く
か
が
問
題
と
な
っ

た
。
議
論
の
末
、編
み
出
さ
れ
た
の
が
「
１
０
０
０
円
拠
出
者・
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１
０
０
人
」
運
動
を
通
じ
て
１
口
＝
10
万
円
の
資
金
を
集
約

し
、「
上
映
債
権
」
を
提
供
、
そ
の
母
体
に
「
上
映
権
」
を
付

与
す
る
と
い
う
、
監
督
提
案
の
こ
れ
ま
で
の
民
主
的
映
画
運

動
が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
手
法
」
を
採
用
し
た
。

　
⑶
大
衆
的
学
習
運
動
の
展
開

　

し
か
し
、
主
人
公
の
伊
藤
千
代
子
と
い
う
女
性
は
「
無
名
」

に
近
く
、
名
前
は
知
っ
て
い
て
も
、
ど
う
い
う
活
動
歴
や
実
績

が
あ
る
の
か
、
小
林
多
喜
二
や
野
呂
栄
太
郎
、
山
本
宣
治
な
ど

と
比
し
て
、
ど
ん
な
作
品
を
生
み
、
理
論
活
動
や
政
治
的
実
践

を
し
た
人
か
不
明
だ
。
映
画
の
主
人
公
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
の

か
、
な
ど
と
い
う
議
論
が
先
行
し
て
い
た
。

①
こ
の
映
画
運
動
を
進
め
る
に
は
、
ま
ず
「
伊
藤
千
代
子
の
生

涯
」
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
語
り
部
の
一
人
に
私
も
加
わ
っ
た
。
私
に

は
『
時
代
の
証
言
者　

伊
藤
千
代
子
』（
映
画
原
作
）
が
あ
る

の
で
、
そ
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
全
国
的
な
学
習

運
動
が
同
盟
主
軸
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
学
習
会
で
は
、
千

代
子
の
生
涯
と
共
に
、
戦
前
の
た
た
か
い
と
抵
抗
の
歴
史
を

語
り
、
名
誉
回
復
と
謝
罪
、
国
賠
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
こ

と
の
重
要
性
が
語
ら
れ
、
同
盟
運
動
へ
の
確
信
が
生
み
出
さ

れ
た
。
そ
の
広
が
り
は
、私
だ
け
で
も
２
年
半
で
42
都
道
府
県
、

１
０
０
か
所
を
超
え
る
学
習
会
に
参
加
し
、
そ
の
参
加
者
が

県・地
域
で「
実
行
委
員
会
」を
作
っ
て
製
作
資
金
集
め
に
入
っ

て
い
っ
た
。

②
こ
の
学
習
運
動
形
態
は
、
各
県
に
自
前
の
講
師
陣
を
組
織
し

て
い
く
き
っ
か
け
を
作
り
、
今
日
ま
で
に
こ
の
学
習
会
参
加

者
は
３
０
０
０
人
を
超
え
る
も
の
と
な
り
、
わ
が
国
に
新
し

い
「
伊
藤
千
代
子
映
画
運
動
者
」
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

大
衆
的
学
習
運
動
が
、
製
作
資
金
を
創
り
出
し
て
い
く
「
担

い
手
づ
く
り
」
の
原
動
力
、
ひ
い
て
は
上
映
運
動
の
担
い
手

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

③
完
成
し
た
映
画
で
は
、
特
別
の
敬
意
を
こ
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
、
異
例
と
も
い
わ
れ
る
「
製
作
支
援
者
（
組
織
）」
名

を
冒
頭
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。「
赤
旗
の
歌
」
の
ア
レ
ン

ジ
が
、
単
調
を
お
も
わ
せ
る
シ
ー
ン
を
深
く
包
み
込
ん
で
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

⑷
自
主
製
作
運
動
の
方
向
性
の
確
立

①
「
武
器
な
き
斗
い
」
に
学
ぶ　

私
た
ち
は
こ
の
途
上
で
、
戦
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後
の
独
立
プ
ロ
運
動
か
ら
学
ぶ
こ
と
と
し
た
。
戦
後
の
荒
廃

か
ら
起
ち
あ
が
っ
た
映
画
人
と
民
衆
は
、
１
９
６
０
年
に
は

山
本
宣
治
の
生
涯
と
た
た
か
い
、
抵
抗
と
死
を
描
い
た
「
武

器
な
き
斗
い
」
を
完
成
さ
せ
た
。
安
保
闘
争
の
最
中
で
あ
る
。

こ
の
時
、
京
都
、
大
阪
総
評
と
青
年
部
な
ど
が
日
本
中
に

オ
ル
グ
を
出
し
て
製
作
資
金
を
集
め
、
そ
の
資
金
を
も
と
に

山
本
薩
夫
監
督
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
た
。
掲
げ
ら
れ
た
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
「
自
主
製
作
運
動
」
で
あ
っ
た
。
広
く
労
働
者
・

国
民
か
ら
資
金
を
仰
ぎ
民
主
的
映
画
を
製
作
す
る
と
い
う
文

化
運
動
の
基
底
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
運
動
は
、
そ
の
精
神

を
今
日
に
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し
た
。
そ
の
過
程
で
「
武
器
な

き
斗
い
」
が
60
年
を
経
た
今
日
も
な
お
広
く
鑑
賞
を
持
続
し
、

社
会
を
撃
っ
て
い
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
。
桂
監
督
の
い

う
「
優
れ
た
映
画
に
は
生
命
力
が
あ
る
」
の
で
あ
る
。

②
多
喜
二
・「
プ
ロ
キ
ノ
友
の
会
」
と
「
自
分
た
ち
の
映
画
」

　
　

さ
ら
に
は
、戦
前
、山
宣
の
葬
儀
を
撮
影
し
た
プ
ロ
キ
ノ
（
日

本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
映
画
同
盟・１
９
２
９
─
34
）
の
「
友
の
会
」

発
起
人
に
名
を
連
ね
、「
自
分
た
ち
の
映
画
」
を
創
ろ
う
、
と

呼
び
か
け
た
多
喜
二
の
事
蹟
が
研
究
さ
れ
、
千
代
子
と
同
時

代
を
生
き
、
た
た
か
っ
た
多
喜
二
の
提
唱
の
精
神
を
も
継
承

し
て
い
く
こ
と
を
自
負
し
た
。

③
運
動
の
途
上
で
は
、
ど
う
や
っ
て
上
映
会
を
成
功
さ
せ
る
か

と
い
う
論
議
が
先
行
し
が
ち
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
運

動
を
「
映
画
鑑
賞
会
」
と
い
う
わ
が
国
に
発
展
し
て
き
た
形

態
の
中
で
捕
え
る
傾
向
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
映
像
化
の
製

作
資
金
が
創
ら
れ
、
映
画
が
完
成
し
な
い
限
り
「
鑑
賞
」
は

あ
り
得
な
い
。
そ
の
た
め
に
知
恵
と
力
を
注
ご
う
と
力
説
し
、

１
口
＝
10
万
円
出
金
運
動
を
続
け
て
き
た
。
苫
小
牧
や
長
野

県
諏
訪
、
塩
尻
・
木
曽
、
中
信
、
上
小
な
ど
の
地
域
が
５
口
、

10
口
と
集
約
を
は
じ
め
、
そ
の
運
動
が
、
全
県
に
波
及
、
そ

の
帰
結
と
し
て
「
県
実
行
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
て
い
く
と

い
う
運
動
形
態
で
あ
っ
た
。

　
　

２
０
２
１
年
７
月
の
主
演
俳
優
ら
の
ロ
ケ
地
見
学
会
時
点

で
は
４
５
０
口
を
め
ざ
そ
う
と
提
案
。
つ
い
で
桂
監
督
の「
ク

ラ
ン
ク
イ
ン
10
月
入
り
」
宣
言
、
映
画
撮
影
開
始
宣
言
が
、

さ
ら
な
る
資
金
集
約
を
推
し
進
め
、
５
５
０
口
へ
と
目
標
が

引
き
上
げ
ら
れ
、
今
日
、
６
０
０
口
の
達
成
目
前
で
あ
る
。　

④
２
０
２
１
年
10
月
ク
ラ
ン
ク
イ
ン
。
製
作
資
金
の
潤
沢
さ
を

欠
い
た
現
場
の
困
難
さ
は
さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ
れ
て
乗
り
越

え
て
い
っ
た
。
ロ
ケ
地
の
選
定
に
当
た
っ
て
、
大
正
・
昭
和
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初
期
の
歴
史
的
建
造
物
な
ど
が
現
地
の
国
賠
同
盟
と
協
力
者

に
よ
っ
て
選
び
だ
さ
れ
た
。
そ
の
上
に
、
同
盟
な
ど
が
呼
び

か
け
た
費
用
自
弁
の
エ
キ
ス
ト
ラ
１
８
8
人
の
協
力
が
得
ら

れ
た
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

㈡
　
第
二
の
突
破
点
─
─
自
主
上
映
運
動
の
展
開

⑴
桂
壮
三
郎
監
督
の
決
意

　

桂
監
督
に
は
、
日
活
ア
ニ
メ
時
代
の
諸
作
品
、
ポ
ル
ノ
・
ロ

マ
ン
時
代
と
の
訣
別
の
前
歴
が
あ
る
。
そ
し
て
近
年
に
は
、「
ア

ン
ダ
ン
テ
─
─
稲
の
旋
律
」（
旭
爪
あ
か
ね
原
作
）、「
校
庭
に
東

風
吹
い
て
」（
柴
垣
文
子
原
作
）
な
ど
優
れ
た
映
画
作
品
を
送
り

出
し
て
き
た
社
会
派
監
督
で
あ
る
。
温
厚
で
偉
ぶ
ら
な
い
、
柔

軟
な
思
考
と
粘
り
強
い
行
動
力
に
は
定
評
が
あ
る
。
文
化
団
体

連
絡
会
議
、
日
本
映
画
復
興
会
議
で
の
活
動
で
は
知
る
人
ぞ
知

る
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
ら
国
賠
同
盟
に
入
会
さ
れ
、
こ

の
映
画
製
作
に
臨
ん
だ
。
会
員
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
忘
れ
な
い
。

　

桂
氏
は
、
２
０
１
８
年
暮
れ
に
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
宮

負
秀
夫
氏
を
伴
い
、
拙
宅
近
く
ま
で
訪
ね
て
こ
ら
れ
、
拙
著
を

原
作
と
し
た
映
画
製
作
を
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
こ
れ
ま
で

の
黎
明
期
社
会
変
革
運
動
の
活
動
家
を
描
く
作
品
の
主
人
公
は

男
性
が
主
で
あ
っ
た
が
、
女
性
を
主
人
公
に
し
た
映
画
を
撮
り

た
い
と
動
機
を
語
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
で
こ
の
映
画
を
創

る
と
い
う
明
確
な
意
思
表
示
を
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
「
こ
こ
ろ
ざ
し
つ
つ
た
ふ
れ
し
少
女
よ
─
─
伊
藤

千
代
子
の
生
涯
（
仮
題
）」
が
企
画
さ
れ
、
３
年
を
経
て
「
わ
が

青
春
つ
き
る
と
も
─
─
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
」
が
22
年
４
月
完

成
。
全
国
公
開
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
こ
に
至
る
運
動
形
態
を
私

た
ち
が
「
自
主
上
映
運
動
」
と
位
置
付
け
た
の
は
前
項
の
苦
闘

の
中
か
ら
導
き
だ
し
た
結
論
で
あ
っ
た
。

　

製
作
資
金
を
皆
で
創
出
し
、
完
成
し
た
ら
拠
出
者
に
作
品
で

還
す
こ
と
は
自
然
の
理
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
社
会
的
に
優
れ

た
作
品
を
広
く
広
範
な
国
民
の
中
へ
広
げ
る
こ
と
も
誰
し
も
異

論
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

⑵
映
画
完
成
と
上
映
運
動
の
新
展
開

　

22
年
４
月
２
日
、
完
成
披
露
試
写
会
を
経
て
、
４
月
15
日
か

ら
の
全
国
上
映
運
動
の
展
開
と
な
っ
た
。
同
盟
中
央
本
部
の
「
参

院
選
前
の
２
か
月
間
を
第
１
次
上
映
運
動
に
し
よ
う
」
と
い
う

提
唱
は
、
全
国
各
地
で
熱
烈
に
受
け
止
め
ら
れ
、
会
場
取
得
、
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宣
伝
開
始
な
ど
が
い
ち
早
く
取
り
組
ま
れ
、
短
期
間
に
２
０
４

会
場
で
３
万
７
２
５
３
人
が
鑑
賞
す
る
と
い
う
驚
異
的
運
動
と

な
っ
た
。

　

こ
の
運
動
を
支
え
た
の
は
、
同
盟
県
・
支
部
を
中
心
と
す
る

５
５
０
を
超
え
る
「
上
映
債
権
」
者
（
組
織
）
で
あ
り
、
そ
の

組
織
が
民
主
団
体
に
共
同
を
呼
び
か
け
て
実
行
委
員
会
を
作
り
、

上
映
運
動
を
担
っ
て
い
る
。
千
代
子
の
地
元
長
野
県
で
は
77
全

市
町
村
２
万
人
鑑
賞
運
動
が
提
起
さ
れ
、
北
海
道
で
も
同
様
の

提
案
、
全
市
段
階
を
展
望
す
る
県
な
ど
、
短
期
間
に
全
県
規
模

の
運
動
に
発
展
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。

⑶
上
映
会
の
熱
気

　

第
１
次
上
映
運
動
で
は
、
参
加
者
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
や
今

日
の
危
機
的
政
治
情
勢
を
撃
っ
て
い
く
「
反
撃
」
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
創
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
会
場
で
も
、
千
代
子

の
生
き
ざ
ま
と
た
た
か
い
、
共
に
た
た
か
う
女
性
群
像
に
感
動

と
共
感
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
感
動
と
共
感
は
青
年
層
、

中
学
生
・
高
校
生
に
も
波
及
し
て
い
る
（
注
１
）。

　

こ
う
し
た
中
で
、
日
本
共
産
党
は
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え

た
。
そ
の
草
創
期
に
活
躍
し
て
こ
こ
ろ
ざ
し
半
ば
で
斃
れ
て

い
っ
た
伊
藤
千
代
子
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
自
公
政
権
に
よ
る

「
安
倍
国
葬
」、「
統
一
協
会
」
問
題
、
生
活
直
撃
の
物
価
問
題

な
ど
へ
の
「
怒
り
」
が
相
乗
し
、
10
月
現
在
、
鑑
賞
者
は
６
万

人
に
迫
っ
て
い
る
。
殆
ど
の
会
場
で
予
定
数
を
上
回
り
、
会
場

で
拍
手
が
沸
き
、
感
想
文
提
出
率
も
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る

（
注
２
）。

⑷
上
映
会
の
拡
が
り

　

こ
う
し
た
運
動
の
拡
が
り
の
中
で
、
伊
藤
千
代
子
の
母
校
で

あ
る
諏
訪
二
葉
高
校
の
同
窓
生
有
志
に
よ
る
関
東
地
域
上
映
会
、

東
京
女
子
大
学
有
志
・
キ
リ
ス
ト
教
団
体
な
ど
の
共
同
す
る
学

内
上
映
会
も
企
画
さ
れ
、
仙
台
・
尚
絅
女
学
院
関
係
者
の
尽
力

も
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ポ
レ
ポ
レ
東
中
野
、
深
谷
シ
ネ
マ
、

名
演
劇
場
、
前
橋
シ
ネ
マ
ハ
ウ
ス
な
ど
の
常
設
館
の
ロ
ー
ド
シ
ョ

ウ
も
成
功
的
に
進
行
し
て
い
る
。
特
筆
さ
れ
る
こ
と
は
、
先
行

グ
ル
ー
プ
の
中
で
ア
ン
コ
ー
ル
上
映
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

お
わ
り
に
─
─
同
盟
運
動
へ
の
展
望

　

同
盟
運
動
50
年
間
の
歴
史
の
中
で
、
こ
れ
ほ
ど
に
民
主
・
共
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同
の
運
動
を
展
開
す
る
事
業
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
同
盟

が
呼
び
か
け
る
「
２
０
２
０
年
代
に
治
安
維
持
法
体
制
問
題
に

決
着
を
つ
け
る
」
壮
大
な
国
民
的
運
動
を
展
望
す
る
時
、
こ
の

運
動
の
経
験
は
大
き
な
「
財
産
」
と
な
ろ
う
。
鑑
賞
者
の
多
く

が
、
稀
代
の
悪
法
・
治
安
維
持
法
を
実
感
し
、
呼
び
か
け
に
応

え
て
同
盟
運
動
に
参
加
し
始
め
て
い
る
。
上
映
地
域
数
は
支
部

数
２
６
０
を
は
る
か
に
上
回
り
、
同
盟
全
会
員
の
数
倍
の
鑑
賞

者
が
生
ま
れ
た
。
向
後
２
年
間
で
８
０
０
会
場
・
数
十
万
人
の

鑑
賞
者
を
創
り
出
す
運
動
を
展
開
し
た
時
、
同
盟
運
動
の
広
大

な
地
平
が
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
あ
る
の
は
─
─
「
世
の
変
革
を

求
め
て
青
春
を
捧
げ
た
一
人
の
女
性
が
未
来
に
託
し
た
も
の
は

何
か
。
私
た
ち
に
は
応
答
す
る
責
務
が
あ
る
」
纐
纈
厚
氏
（
山

口
大
学
名
誉
教
授
。『
映
画
鑑
賞
用
パ
ン
フ
』）
の
で
あ
る
。

（
ふ
じ
た
　
ひ
ろ
と
・
映
画
製
作
を
支
援
す
る

全
国
の
会
事
務
局
、
同
盟
千
代
子
チ
ー
ム
員
）

注
１　
◆
僕
も
千
代
子
さ
ん
の
よ
う
に
生
き
た
い
─
─
中
学
生
・
高
校

生
の
感
想
文
◆

　
　
伊
藤
千
代
子
さ
ん
の
力
強
く
何
事
に
も
屈
せ
ず
、
明
る
く
生
き
た

姿
が
と
て
も
強
く
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
際
に
起
き
て
い

た
と
は
と
て
も
衝
撃
で
す
が
、勇
気
を
た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。（
中

学
生
）

　
　
伊
藤
千
代
子
さ
ん
の
母
校
で
あ
る
諏
訪
二
葉
高
校
の
学
生
で
す
。

こ
の
映
画
が
き
っ
か
け
で
千
代
子
さ
ん
に
つ
い
て
興
味
を
持
ち
、
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
千
代
子
さ
ん
の
生
き

ざ
ま
は
と
て
も
深
く
、
心
に
残
り
ま
し
た
。
こ
の
映
画
で
、
ま
っ
す

ぐ
に
凛
と
し
た
千
代
子
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
自
分
自
身
の
生
き
方
に

つ
い
て
も
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
僕
は
、
こ
の
千
代
子
さ
ん
の
こ
と
を
、〝
他
者
の
こ
と
を
自
分
自

身
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
強
く
と
て
も
優
し
い
人
〟
だ
と
思
い
ま

す
。
自
分
の
思
っ
た
こ
と
、感
じ
た
こ
と
が
国
家
と
違
っ
た
と
し
て
も
、

自
分
の
考
え
を
曲
げ
な
い
。
そ
の
強
さ
は
全
て
、
貧
し
く
、
大
変
な

思
い
を
し
て
い
る
人
へ
の
共
感
と
、
自
分
が
何
と
か
す
る
の
だ
、
と

い
う
決
意
か
ら
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
僕
は
千
代
子
さ
ん
の
強
さ
、
優
し
さ
を
見
習
い
、
心
の
糧
と
し
た

い
で
す
。
僕
も
千
代
子
さ
ん
の
よ
う
に
生
き
た
い
、と
強
く
思
い
ま
す
。

強
く
、
優
し
く
、
人
を
想
い
、
生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

と
も
に
「
す
わ
こ
文
化
村
」
ア
ン
コ
ー
ル
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上
映
フ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
転
載
）

注
２　
「
苫
小
牧
獄
中
最
後
の
手
紙
を
見
る
会
」　
（
２
０
２
２・８
・
28
）　

　
　
　
桂
壮
三
郎
監
督
の
発
言
（
要
旨
）　

　
　
当
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
桂
壮
三
郎
監
督
は
、
自
ら
に
課

し
た
映
画
製
作
の
目
標
の
各
指
標
が
ど
の
よ
う
に
実
践
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し
た
。

Ⅰ　
企
画
の
段
階
で
、
優
れ
た
作
品
を
生
み
出
す
目
標
を
定
め
た
。
特

に
「
戦
前
の
絶
対
的
天
皇
専
制
の
ア
ジ
ア
侵
略
戦
争
に
反
対
し
、
主

権
在
民
、
男
女
平
等
の
声
を
あ
げ
た
伊
藤
千
代
子
の
希
望
と
苦
難
を

リ
ア
リ
ズ
ム
で
描
く
作
品
」「
国
家
権
力
に
よ
る
強
権
政
治
と
弾
圧
に

抗
議
し
、
抵
抗
し
た
千
代
子
の
自
覚
的
生
き
方
を
正
面
か
ら
描
き
感

動
と
共
感
を
呼
ぶ
映
画
」
と
す
る
目
標
に
迫
り
う
る
も
の
と
な
っ
た
。

Ⅱ　
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
第
一
次
上
映
運
動
は
僅
か
の
期
間
に
、
①

全
国
２
０
０
会
場
で
、
３
万
７
０
０
０
人
を
超
え
る
人
々
の
参
加
、

常
設
館
で
も
成
功
し
た
こ
と
、
②
反
戦
平
和
と
社
会
的
弱
者
の
た
め

に
た
た
か
う
千
代
子
へ
の
共
感
と
感
動
、
自
ら
の
生
き
方
に
迫
り
、

二
度
と
治
安
維
持
法
時
代
へ
戻
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
が
述

べ
ら
れ
る
な
ど
、
深
い
作
品
の
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
感
想
文
の
多

さ
も
こ
れ
ま
で
の
映
画
界
の
常
識
を
超
え
た
、
③
各
専
門
家
か
ら
も

高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
た
。
④
１
９
６
０
～
70
年
代
の
独
立
プ
ロ
の

優
れ
た
作
品
に
続
く
も
の
と
な
っ
た
と
自
負
で
き
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
一
方
、
こ
の
映
画
を
若
い
人
々
に
観
て
も
ら
う
と
い
う
観
点
を
つ

ら
ぬ
い
て
製
作
し
た
が
青
年
層
へ
の
浸
透
に
は
十
分
に
成
功
し
て
い

な
い
。
し
か
し
、
兵
庫
県
民
青
な
ど
の
優
れ
た
経
験
や
長
野
、
埼
玉

な
ど
で
の
高
校
生
の
参
加
も
生
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
感
想
文
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

　
　
い
ま
開
始
さ
れ
て
い
る
第
２
次
上
映
運
動
は
、
先
行
す
る
グ
ル
ー

プ
に
全
国
的
な
上
映
運
動
が
合
流
し
、
全
国
市
町
村
単
位
の
上
映
会

が
視
野
に
あ
る
。
２
０
２
３
年
へ
向
か
う
壮
大
な
運
動
を
展
開
す
る

た
め
に
、
①
こ
の
運
動
を
推
進
す
る
県
・
地
域
の
実
行
委
員
会
の
組

織
化
を
強
め
る
。
②
そ
の
中
核
に
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
が
座
る
こ

と
、
③
大
作
文
化
作
品
の
鑑
賞
方
法
と
し
て
、
感
動
効
果
を
半
減
さ

せ
る
小
さ
い
学
習
室
や
ス
ク
リ
ー
ン
を
避
け
、
小
・
中
ホ
ー
ル
以
上

の
会
場
の
確
保
を
推
奨
し
、
映
写
効
果
を
よ
り
確
実
に
す
る
努
力
を

要
請
す
る
。

　
〔
写
真
＝
８
月
28
日
、
３
８
４
人
が
参
加
し
て
成
功
し
た
旭
川
会
場
の

模
様
と
ア
ン
コ
ー
ル
上
映
の
フ
ラ
イ
ヤ
ー
〕


